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一人ひとりがヒーロー・ヒロインになれる会社～地域ナンバーワンを目指して～

ＥＮＫＯＮ

中小企業退職金共済制度（中退共）導入のお知らせ

当社では、２０２６年１月より「中小企業退職金共済制度（中退共）」を導入いたしました。
本制度は、従業員の皆さまの将来の生活を支え、安心して⾧く働いていただくための制度です。
「この会社で働いて良かった」「ここで頑張ってきて良かった」と、皆さま一人ひとりが心から思える会
社でありたいと考えています。会社の成⾧は、現場で日々汗を流し、責任を果たしてくれている従業員の
皆さまの努力なくしては成り立ちません。今回の中退共制度の導入は、働きやすい職場づくり、将来への
安心づくりを本気で進めていくという経営の意思表示です。目先の業績だけでなく、10年後、20年後も安
心して働ける会社であり続けるための取り組みの一つです。
中退共制度は、国の支援を受けた退職金制度で、会社が毎月掛金を積み立て、退職時には中退共本部か

ら従業員本人へ直接退職金が支給されます。社外で管理されるため、安心・確実な制度となっています。
当社では正社員の方を対象とし、入社日から２年を経過後、勤続３年目となる最初の月から加入となり、

加入後は退職するまで継続します。
対象となる方には、会社より順次「加入通知書」をお渡しし、内容に

ついても説明いたします。なお、掛金は全額会社負担であり、従業員の皆さ
まの自己負担は一切ありません。在職期間が⾧くなるほど退職金額も増え、
将来の生活設計を支える制度となります。
当社はこれからも、福利厚生の充実、職場環境の改善、働き方の見直し

などを継続し、「ここで働き続けたい」と思える会社づくりに全力で取り
組んでまいります。
皆さまが安心して力を発揮できる環境づくりに、今後も努めてまいります。
制度についてご不明な点がありましたら、管理部または総務担当まで
お気軽にお問い合わせください。

専務取締役 網代 昇

このたび、当社の会社ロゴを新しいデザインへ変更いたしま
した。これに伴い、本社社屋および倉庫の外観についても、新
しいロゴへの切り替え作業を行いました。新しいロゴには、
これまで大切にしてきた想いを受け継ぎながら、時代の変化に
対応し、さらなる成⾧を目指していくという気持ちが込められ
ています。より親しみやすく、分かりやすいデザインとなり、
社外の方にも当社の姿勢が伝わるロゴとなりました。ロゴの設
置作業は、安全に十分配慮しながら進められ、現在は社屋や倉
庫に新しいロゴが掲げられています。
日々の業務の中で、目にする機会も増えていることと思いま

す。新しいロゴのもと、社員一人ひとりが気持ちを新たにし、
これまで以上に安全・品質・サービスの向上に努めてまいりま
す。

本社社屋･倉庫新ロゴ看板設置



調整池の清掃実施

before

after

１月に専門業者による清掃作業を行いました。調整池は大雨時に雨
水を一時的にため、周辺道路や地域の浸水リスクを軽減する重要な設
備です。泥や落ち葉が⾧期的に溜まると、悪臭や排水機能の低下につ
ながり、いざという時に十分な機能が発揮できません。そのため、定
期的な点検と清掃が欠かせません。
今回の作業では、池底に溜まった泥の除去、落ち葉やゴミの回収、排水経路の

確認などを実施しました。専門業者による丁寧な作業により、設備全体がより安
全に稼働できる状態へと整備されました。
地域の安全と環境保全に向けた取り組みを継続しており、今回の清掃もその一

環です。調整池をはじめ、整備に関して気になる点がありましたら、事務所まで
ご連絡いただけると助かります。
今後も環境整備に努め、地域に信頼される企業を目指してまいります。引き続

き、みなさまのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
業務部⾧ 小野田 栄治

防災対策について

【会社の防災対策について】
災害は走行中や業務中に突然発生する可能性がありま

す。当社では、ドライバーをはじめ全社員の安全を最優
先に考え、防災対策を進めています。災害時はまず身の
安全を確保し、会社との連絡体制に従って落ち着いて行
動することが重要です。また、車両の安全点検や非常用
品の備えを行い、万が一の事態に備えています。
【ドライバーのみなさんにお願いしたいこと】
・運行前に車両の安全確認と非常用品の点検
・災害発生時は安全な場所に停車し、身の安全を最優先
・会社への速やかな状況連絡
・危険箇所や道路情報の共有
・防災訓練や安全教育への参加

一人ひとりの冷静な行動が、大きな事故や
被害の防止につながります。今後も安全第
一で業務に取り組み、防災意識の向上にご
協力をお願いします。

１月９日（金）、事故惹起者研修を実施し、７名が参加しました。
本研修では、講義だけでなくディスカッションを多く取り入れています。参加者同
士が意見を共有しながら、事故要因や行動の背景について理解を深め、安全意識の
向上を図りました。研修の目的は、ヒヤリ・ハット体験の重要性を理解すること、
基本動作を忠実に実践することの大切さを再認識すること、そして過去の事故事例
を活かし、事故の再発防止につなげることです。
昨年度から今期にかけて発生した事故を振り返った結果、構内事故、特にフォー

クリフト作業に事故が集中している傾向が確認されました。事故の背景には、
「慣れ」「焦り」「確認不足」が多く見られ、物損事故にとどまらず、一歩間違え
れば人身事故につながる危険性の高い事例も含まれていました。
特にリフト作業では、爪の高さや周囲確認不足、荷扱いや積付けでは最終確認不

足など、基本動作の省略が事故につながっていることを再確認しました。
参加者は終始真剣に取り組んでおり、研修を通じて基本を守る事の重要性を改め

て認識していました。今後も研修を行い、安全意識の向上を図り、事故防止に努め
て参ります。 管理次⾧ 田貝 研悟

事故惹起者講習 実施


